
ー 救 ー 急 ー 医 ー 療ー
問保健課☎ 773-6811

救急医療のかかり方
①電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてください。重症

（意識がないなど）の場合は、119 番で救急車を
呼んでください。
　・南魚沼市民病院……………… ☎ 788-1222
　・魚沼基幹病院………………… ☎ 777-3200
　・齋藤記念病院（脳神経外科救急） ☎ 773-5111
　※電話のかけまちがいにご注意ください
②指示通りに受診する
　・電話での指示に従って受診してください。
　・スタッフの状況や症状などに応じて、他の医

療機関を案内する場合があります。
　・緊急度や重症度の高い順に対応するため、診

察の順番が前後し、待ち時間が長くなる場合
があります。

　・休日・夜間は検査や人員体制が十分ではあり
ません。できるだけ通常の診療時間内に受診
してください。

新潟県『救急医療電話相談』
☎ 025-284-7119（＃ 7119 でも可）
　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、お
う吐、下痢など）にご利用ください。
新潟県『小児救急医療電話相談』
☎ 025-288-2525（＃ 8000 でも可）
　夜間に子ども（15 歳未満）の具合が悪くなっ
たとき（発熱、けがなど）にご利用ください。
時19:00 ～翌朝 8:00（毎日）

南魚沼市図書館（えきまえ図書館本の杜）☎ 773-6677
大和図書室（大和公民館内２階）　　 　　☎ 777-4671
塩沢図書室（塩沢公民館内１階） 　　　　☎ 782-0100

　６月１日㈯に開館５周年記念事業として、「もっ
たいないばあさん」シリーズなどの著者・真珠ま
りこさんをお招きし、親子向けの講演会を行いま
す。（整理券を配布しています）

新着図書の一部を紹介します
※下記以外の新着図書は館内か WebOPAC でご確認ください
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・お茶壺道中 梶　よう子
・ユーモアの極意  文豪たちの人生点描 中村　　明
・死にがいを求めて生きているの 朝井 リョウ
・こうして誰もいなくなった 有栖川有栖
・機捜２３５ 今野　　敏
・予言の島 澤村　伊智
・麦本三歩の好きなもの 住野　よる
・傑作はまだ 瀬尾まいこ
・雨にも負けず  小説ＩＴベンチャー　   高杉　　良
・傲慢と善良 辻村　深月
・仏陀の小石 又吉　栄喜
・飛族 村田喜代子
・尼子姫十勇士 諸田　玲子
・夜の塩 山口恵以子
・陰陽師　女蛇ノ巻 夢枕　　獏
・わが天幕焚き火人生 椎名　　誠
・考える力　新しい自分を創る 外山滋比古
・大好きな町に用がある 角田　光代
・あわいゆくころ　陸前高田、震災後を生きる

瀬尾　夏美
・荒野にて　　　　　　　 ウィリー・ヴローティン

そ
の
他

・超ＡＩ入門　　　　　　　　　　 松尾　豊／編著
・地図で楽しむすごい新潟　　　　 都道府県研究会
・本をどう読むか　幸せになる読書術　 岸見　一郎
・元号と日本人 元号の付いた事件・出来事でたどる日本の歴史

宮瀧　交二／監
・偉人たちの温泉通信簿 上永　哲矢
・生活者の平成 30 年史 データでよむ価値観の変化
・だまされた！「だましのプロ」の心理戦術を見抜く本

多田　文明
・子連れ防災 BOOK　全災害対応！ママプラグ
・子どもが幸せになることば 田中　茂樹
・疲労回復ストレッチ　　　　　　　  小林　邦之／監
・元気ごはん　栄養素密度が高い食事のすすめ
・藤田智の新・野菜づくり大全　  藤田　智／監
・ずっと読みたい０才から 100 才の広告コピー

ＷＲＩＴＥＳ　ＰＵＢＬＩＳＨＩＮＧ／編
・樹木希林 120 の遺言 樹木　希林
・英語が身につくちいさなノート術　　 Ｍａｒｉｅ

み 図 書 館ん のな

み
な
み
魚
沼

2019.5
M
ay

発
　
行

南
魚
沼
市
 〒
949-6696 新

潟
県
南
魚
沼
市
六
日
町
180-1　

電
話
025-773-6660（

代
表
）

編
　
集

総
務
部
　
秘
書
広
報
課

発
行
日

2019年
5月
15日

　
第
175号

子ども・若者育成支援センター
～通称「子若センター」～

　家族だけで悩まずにご相談ください。相談員が
電話・来所相談に応じます。
日祝日・年末年始を除く月～金曜日
　午前９時～午後４時 30 分
教育支援担当（義務教育期）
☎ 773-3177
　不登校などの児童・生徒とその保護者などを対
象に、相談・支援を行っています。
若者支援担当（義務教育終了～ 39歳の若者）
☎ 773-6616
　ニート・ひきこもりなどの若者とその家族を対
象に、相談・支援を行っています。
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